
第 35回「平和のための信州・戦争展」に出展します。 
日時 2024年 8月 10日～12日 
会場 長野県飯田市公民館（丘の上結いスクエア） 
入場無料 
期間中、記念館も開館しております。是非両会場でご覧ください。 

 
この度、北一明の生地、飯田市で開催される信州・戦争展に、同実行委員会からの要請にこたえ、北一明

の作品を展示することになりました。会場は JR 飯田駅近くのの大会議室、広さは約 70 ㎡で、天井も 3mの
場所で、記念館では展示できなかった作品をご覧いただけます。 
北一明の陶器の作品はもちろん、最近発見された書の大作も並びます。中でも杜甫の反戦詩「兵車行」は

縦 3m、横 90 ㎝の 4 枚連作で、その豪快な筆致には圧倒されます。「自嘲」は北が好んで用いた魯迅の詩の
1 節です。中国同盟会の革命人士、廖仲愷（廖承志の父）の言葉などを書いた書もあります。書ではありま
せんが原爆や戦争を告発した「被爆の灼熱」や「魂魄」などは必見です。 
陶器の作品はやはりデスマスクです。「死屍累々」は、被爆し、焼け死んだ人々の無数のデスマスクの集

合体で、ヒロシマ、ナガサキを象徴し、核のない世界に向けたメッセージとなっています。また陶器の作品
は独自に解明した耀変天目の茶碗はじめ、いずれも北一明ならではの作品が出展されています。大皿、壺な
どの大型作品も是非この機会にご覧ください。 
以下は当日のチラシです。 
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